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D-34　ＨＢｓ抗原定性・半定量①（心臓カテーテル法）

《令和元年８月２９日新規》

○ 取扱い

心臓カテーテル法による諸検査など観血的検査やＰＴＣＡ施行前のＨ

Ｂｓ抗原定性・半定量は認められる。

○ 取扱いの根拠

Ｂ型肝炎は、日常の臨床現場で遭遇することが稀ではない感染症である

が、血液を介して感染が広がるおそれがあることから、観血的検査等を実

施するに当たって感染の有無の確認を行うことに意義は認められる。


